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一　般　演　題

これらの因子を考慮する必要がある．
1．HEADTOME　SET－031の使用経験
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　〔目的〕HEADTOME　SET－031について，ファント

ムによる基本性能チェックを実施した．　〔結果〕分解能

はHRコリメータ（HR）のstatic　scanでTc－99mの

hotで9．2　mm，　coldで8．0～7．3　mmを解像し，1－123，

Xe－133の場合も同様であった．　HSコリメータ（HS）で

は，Tc－99mのhotで11．4　mm，　coldで10．0～9．2　mm

を，1－123とXe－133のdynamic　scanでは，　coldで

14～16mmを解像した．均一性は比較的良好であった．

直線性はHSで中心部に解像力低下による歪みを認めた

が，HRでは良好であった．アイソトープ濃度とSPECT

像のactivityの関係は，実用範囲では直線性が確保され

ていた．画像スライス厚は，空中測定でHRが17～19

mm，　HSが26～29　mmで，　HRでは中心部でやや薄

く，HSでは中心部で僅かに厚くなる傾向があった．

2．SPECTによる小陽性病変の検出能　ファントム実

　　験およびシミュレーション
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　SPECTによる陽性小病変の検出能を検討する目的で，

ファントム実験およびコンピュータによるシミュレーシ

ョンを行った．病変／バックグラウンド比（T／B）につい

て検討すると，直径20mmの躯幹部深部病変は，　T／B＝

4まで検出できた．また，T／B＝8ならばSPECT装置

の半値全幅程度の大きさまでは画像上認識できた．ただ

し，小病変では測定されたカウントの過小評価がおきる

ので注意を要する．シミュレーションでは，半値全幅程

度の大きさの病変でTIB－2まで検出できた．小病変の

検出を日的とする放射性医薬品や装置の開発，読影では

3．急性硬膜外血腫モデルラットにおける脳血流，代謝
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　海草の一種であるラミナリアを脳硬膜上に挿入した緩

徐圧迫ラットモデルを使用し，1251－IMPと3H－DGを用

いた二重標識オートラジオグラフィにより血流と代謝に

ついて検討した．今回は24hr圧迫と48　hr圧迫を行っ

た．圧迫直下では血流の低下に比べ代謝の低下は軽度で

あった．周辺部では48hr後には血流と代謝の上昇がみ

られた．全脳については24brでは血流の低下のみであ

ったが，48hrになると血流代謝とも低下した．一側

の局所的圧迫が広範な両側性の血流代謝の低下をもた

らした原因として，神経投射系連絡を介した，remote

effectの関与が考えられた．

4・1111n標識抗大腸癌モノクローナル抗体19－9　F（ab’）2，

　　17－1AF（ab’）2の人癌組織への結合性の検討
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　抗大腸癌モノクローナル抗体である19－9および17－

1AのF（ab’）2フラグメントを1111nで標識し，手術に

より得られた人癌組織とのassayにより，腫瘍イメージ

ングにおける有用性を検討した．コントロール抗体とし

て，マウスIgG　F（ab’）2を同様に1111n標識して用いた．

19－9F（ab’）2，17－1AF（ab’）2の腫瘍組織への結合率が，

コントロール抗体F（ab’）2の1．5倍以上を陽性とすると，

19－9F（ab’）2では大腸癌11例中5例，胃癌6例中3例

に陽性，17－IAF（ab’）2では，大腸癌11例中9例，胃
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